
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

446 赤い家の贄 一般審査員A 16 15 15 14 15 75 語り方の工夫次第では、もう少し高い点数をつけたかと思う。結構シンプ
ルな表現と描写で、わかりやすくていいのであるが、怪談のコンテスト用に
もう少し飾った表現をしてみてもよかったのではないか。夕陽が見える
シーンなんかは結構怖かったのであるが、そこも含めて、全体的にもっとお
どろおおどろしい描写ができたように感じた。「ユーモアさ」は皆無なの
で、もっと重苦しい感じにしても大丈夫だと思う。話の内容が審査基準の各
項目をあまり満たしていない以上、語りで魅せるのがいいのではないか、
と個人的には思いました。あと、審査基準の各項目についても、色々考察
してみると面白いかも。

446 赤い家の贄 一般審査員B 13 12 14 12 13 64 スムーズにすらすらとよめんさくひんでした。結局はどこら辺で呪われてた
のか、赤い家が関係あるのかあんまりわからなかったです。モヤっとする感
じで終わったんですが最後に母親から電話で三輪と田村が飛び降りたって
いうくだりは田村じゃなくて崎山ですよね。じゃ無かったらすごく混乱し
ます。教えて欲しいです。

446 赤い家の贄 一般審査員C 17 17 17 17 17 85 設定が細やかで良く練られていると思いました。田村さんのお母様が亡く
なってしまったのは、赤い家と何か関係があるのでしょうか。それとも3人
の目の前に現れたのが、偽物の田村さんだった？読み手が想像する余地を
残してあるのが、この作品の良い点だと思います。わたしも自分なりの考察
をし、読後もこの作品を楽しみました。﨑山さんがせっかく主人公を救っ
てくれたのだから、このまま主人公は助かるように祈ってしまいます。一難
去ってさらに恐ろしい一難が待ち受けている設定は、非常に効果的だと思
いました。色々なテクニックを盛り込んだこの作品に、拍手を送ります。

446 赤い家の贄 一般審査員D 18 19 17 19 18 91 タイトルが謎めいていてどういう展開になるのだろうとわくわくしながら
読んでいたら、とんでもなく暗い気分になりました…全てを読み終えてか
ら考察をすると、少年時代に違和感を感じ取っていた三輪さんはその頃か
ら「赤い家」に目をつけられてしまっていたのでは？と思います。情景描写
などがほどよく散りばめられているおかげで、説明的にならず読み手の想像
に委ねる余地も残しつつ描かれていてとても良かったです。

446 赤い家の贄 一般審査員E 15 20 5 10 15 65 終盤の「さあ、おそうしきをしよう」天井から吊られた二本のロープの場
面描写は背筋が凍るような恐怖を感じました。赤い家の噂話から、一気に
儀式めいた「贄」の空気に変貌していく流れがとても見事でした。好みの
問題になりますが…「俺」を通じた描写が、オチではカメラ目線になって
しまう部分が気になりました。ただ、それを補って余りあるほど雰囲気の
構築力が高い点は素晴らしいと感じました。

446 赤い家の贄 一般審査員F 17 16 16 17 16 82 子供の頃に、◯◯の家、とか、いかにも怪しげな噂のある家や建物が近く
にあったりして、探検しようと考えるものの、結局は怖くなり入るのを止め
た、という経験がある人は案外いるのだと思う。このお話も、そんな展開
で、大きくなった今なら行ける、リベンジしよう、とその家に向かう、とい
うパターンはよくあるけれど、私は嫌いじゃない。久しぶりに会う友人
達。でも、一人、田村だけは母の死をきっかけに学校に来なくなり、連絡
もつかなくなる。そんな田村がまさかの赤い家から出て来る場面は意外性
もあり、面白い。でも、実際に田村がそこに引っ越してきて住んでいた訳
ではなく、実はもう亡くなっていて、友人達を連れて行こうとしたのはその
家のせいなのか、田村が望んだ思いからなのか…。怖いけれど、悲しくも
あるお話でした。

446 赤い家の贄 一般審査員G 18 15 16 18 16 83 個人的に好みのお話でした。救われたかと思いきや、という止めをさすよう
な終わり方が特に良かったです。結末を見て嫌な気持ちになるのに、どこか
さっぱりとした読後感なのは文書とお話のテンポが良いからでしょうか？　
特に最後の終わり方が綺麗なんですよね。ただ、田村君は本当にこの世に
いないのか、いないとしたら何故あの廃屋にいたのか、むしろ廃屋で見た
ものは全て廃屋の主が見せた幻なのか、疑問は残ります。でも、その疑問も
考察の範囲で補填できる程度なので、お話の邪魔にはならない具合なのが
ちょうどいいと思います。夏にぴったりなセンチメンタルなお話でした。

446 赤い家の贄 一般審査員H 18 19 18 13 19 87 これぞ怪談、というお話。怖さ、森の奥の真っ赤な壁の廃屋。このワード
が既にパンチ強めですが、わざわざ肝試しに行くという碌な目に遭わない
の確定な展開。そして連絡がつかなかった田村が何故か廃屋に招き入れ、
からの恐怖の連続。いやー、怖い怖い。鋭さ、主人公達を1人、また1人と
追い込んでいく様子が容赦無いですね。新しさ、恐らく最初に廃屋に行っ
た時点で田村は魅入られてしまっていたんでしょう。そして母親の死で完
全に取り込まれてしまった。「赤い家が赤いのは、人の血を吸うから。人
が死んだ数だけ家は赤くなる。」とありましたが、廃屋そのものがそれを欲
しているのか、人の念の集合体でもあるのか？謎は謎のままに。良いと思い
ます。ユーモアさ、不謹慎かもしれませんが廃屋そのものです。人の血を欲
して、その度に誰かを引き入れては死に追いやって。そもそも廃屋自体が呪
物なのかとも思えるのですが、妙に人臭いと言うか泥臭くて笑えます。意外
さ、﨑山は何故主人公を助けて自分は犠牲になったのか？2人で助かろうと
しなかったのか？と思いつつ、主人公は助かるエンドかと考えていたら最後
の最後でどんでん返し。さて、足を掴んだのはだれだったんですかね？

446 赤い家の贄 一般審査員I 14 12 11 10 12 59 えーーーーーー。なんで？なんで？田村君のお母さんが亡くなったのはこの
子たち関係ないのになんで？２人死んだとしても田村君とお母さんが生き
返るわけでもないのに。。。田村君の目的は？？田村君の家がなぜ赤い家と
リンクしてるのか？謎しかない

446 赤い家の贄 一般審査員J 18 17 17 14 19 85 タイトルとストーリの内容がとてもマッチしている話でとても怖かった。
田村さんや主人公の友人たちがなくなった時系列が最後までよくわからな
くなったが、最後の主人公まで生贄になりかけているところも非常に怖
かった。
緊迫感のあるストーリーで非常にわかり易い文章になっていたので、良かっ
たと思う。

合計 164 162 146 144 160 776

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

440 こどくの仔（こ） 一般審査員A 18 18 17 15 16 84 最初はよくわからなかったのだが、最後まで読むと、意味が分かって、面白
い。語りが上手い。途中のＤＶの描写には正直うんざりしていたのだが、
こちらについても、最後まで読むと必要だったことがわかる。つまり、何
が言いたいのかというと、怪談としての構成が非常にしっかりしている、
ということだ。「俺」の語り方に少しユーモアがあったので、ユーモアをプ
ラス１にしたが、この内容だとユーモアの点数はこれ以上伸びなかっただろ
う。もし伸ばせたとしたら、「意外さ」をもう少し伸ばせたかもしれな
い。繰り返しになるが、語りはほぼ完璧だと思う。

440 こどくの仔（こ） 一般審査員B 13 12 14 10 14 63 中国の呪術の蠱毒をモチーフにした話でした。息子が成長しないで色んな
人の恨みを晴らしている流れはいいんですが、ちょっと変えて普通に成長
して青年になって蠱毒の力を使って、悪を成敗して行くダークヒーローもの
にして、シリーズ化したら漫画からアニメになる可能性のある話になると思
います。

440 こどくの仔（こ） 一般審査員C 18 18 18 15 19 88 こどく、は「蠱毒」なんでしょうね。Mさんの息子さんは「蠱毒」へと昇華
され、呪うことができるようになってしまった。「こどく」をひらがなに
することで、「孤独」と「蠱毒」の二つの意味を持たせていることに、非常
に驚かされました。他人を呪う力を手に入れたけれども、実の母親から疎
まれてしまった孤独な子ども、題名としてだけではなく、その二つのテー
マを彷彿とさせるエピソードを盛り込んでいることに、作者のテクニック
の高さを感じました。設定に意外性があり、細かなところまで矛盾なく描
かれている本作品、全ての評価項目がバランスよく盛り込まれています。素
晴らしい作品でした。

440 こどくの仔（こ） 一般審査員D 20 18 19 19 18 94 とても怖いし悲しい話。タイトルに敢えて「仔」という字をあてた意味も
含め、読み終わってから色々考えさせらる内容でした。途中までは患者の
妄想を現実の出来事とこじつけただけかもしれない、と懐疑心を抱きなが
ら読んでいましたが終盤の加速する恐怖展開がとても良かったです。

440 こどくの仔（こ） 一般審査員E 20 20 5 15 15 75 火遊びをしたドクターが、痛いしっぺ返しをもらう展開とオチに爽快感を
感じましたが、それぐらい爽快感がないと乗り越えられない虐待の描写に
慄きました。子どもがいる私は読むのがしんどかったです。息子の存在が母
の罪悪感と結びつき、ただの怪異譚に留まらず、人間の弱さや孤独をえぐる
深みのある作品に仕上がっていると感じました。

440 こどくの仔（こ） 一般審査員F 18 17 17 15 16 83 このお話で感じたのは、Mさんの息子が霊的な存在となって人を殺してしま
うようになる事と、Mさんの二人目の夫のJの性格が自分の子供を流産で亡
くしてから激変し、息子とMさんに暴力を振るうようになった事の両方の怖
さでした。DVは現実的な怖さがあるし、エスカレートしてしまうと逃げら
れなくなるんでしょうね。Mさんの息子が、一種のおまじない的な力なの
か、甦り、Mさんから拒絶された後も、32～33歳の女性で強い恨みを持つ
人の望みを叶える存在となってしまった、というのは切なくも不気味な気
持ち悪さがある。恨みを晴らして貰った女性にとっては座敷童子みたいな
いい存在かもしれないけれど、その恨みが自分や家族がターゲットになっ
たら……そうも言っていられないだろう。ユーモアさは低くなりましたが、
怖さは感じました。

440 こどくの仔（こ） 一般審査員G 15 16 13 18 17 79 登場している大人が全員クズというどうしょもなさ…少年が不憫でなりま
せん。でも子どもは親に、母に褒めてもらいたくて頑張ってるだけなんだ
よなと思うと切なくて仕方ないですし、ちょっと泣きました。なぜこんな
凶悪になる前に止められなかったのか、救いはなかったのかと思わされま
すね。もう少し、患者Mの持ってきた資料、医者の語り、患者Mの独白の場
面の区切りをはっきりさせるとより良くなると思いました（例えばプリン
トしたものを見せる部分は「プリントしたものを渡された」という背景の
切り替えみたいなもの）孤独と蠱毒をかけてると思うのですが、その点は
洒落が利いていて個人的には高評価です。

440 こどくの仔（こ） 一般審査員H 13 14 15 10 17 69 これは好き嫌いが分かれそうな作品ですね。肝心の主人公がそもそも何を
どうしたいのか伝わってきません。怖さ、ある日を境に虐待され続けてい
た息子が奇妙な行動を取り、結果死人が出る展開ですが、その要因が全く
明かされない為怖いというより戸惑いが隠せませんでした。鋭さ、ここも
弱いかな。先ず入りが下衆な主人公の登場で萎えます。そこからの患者Mの
独白も単調です。状況説明の上で必要なのは分かりますが、もう少し緩急を
つけて欲しかったです。新しさ、Mの息子が「何に憑かれた」のか若しくは
「何を取り込んだ」のかが不明なまま話が進んでいく点や、息子が明らかに
様子が変わっているにも関わらず、例えば化け物に変わっていくという事も
無く、ただし確実に気味悪い存在になってしまった所です。ユーモアさ、救
いの無さで点数は低くしてます。敢えて言うとしたら、主人公の無駄に自信
過剰で滑稽な姿でしょうか。意外さ、Mの息子が母親の言葉で姿を消し、何
十年の月日を経て、まさかの主人公家族の元へ登場。何故ターゲットにされ
た？年をとっていないと言うことは既に死んでる？それとも、本当に「化け
物」になってしまった？色々な疑問の残る終わり方でした。

440 こどくの仔（こ） 一般審査員I 13 13 12 11 12 61 面白かったぁ。息子さんは何を食べてどうなっていたんだろう？最初は閉
じ込められて死んでしまったけど霊体でお母さん達と関わっていたのかと
思っていたが、出て行ったあとにご遺体もなかったようなので生きてはい
るんだな。でも成長が止まったからだになってしまってて、不思議な能力が
備わってて。旦那さんきっと間に合ったとしても、隣人が亡くなる未来は
きっとかわらないのだろう。奥さんそんなお願いをするほど恨むってすご
うな。

440 こどくの仔（こ） 一般審査員J 16 15 17 14 18 80 幸運を運ぶ座敷童との対局にある話と思い、非常に興味深かった。
ストーリーとしても構成がわかりやすくなっていたと思う。聞いたことが
ない話だったので、興味深く読ませてもらえた。
ただ、最後の主人公の家族にどういうことになるのかがわかりにくところ
が気になった

合計 164 161 147 142 162 776

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

437 みそかさま 一般審査員A 18 17 16 14 17 82 タイトルからして怖そうだったので、恐る恐る読んだら、やっぱり怖かっ
た。「契約」に関する話は怪談の中では鉄板なので、このコンテストでも多
そうなものだが、意外と少ない。その意外と少ない中でも、切り口は程よ
く鋭く、まあまあ新しいと思う。すごく鋭い切り口で、とても新しく、め
ちゃくちゃ意外性があるかと言われると、そこまでではないが、全体のバ
ランスはとても良いと思う。もう少し鉄板をはみ出していたら、もっとよ
かったかもしれない。話は変わるが、長編になると「ユーモアさ」を完全に
忘れる人が多い気がする。「ユーモアさ」を入れるのが難しいのかもしれな
いが。

437 みそかさま 一般審査員B 13 13 14 12 13 65 話の内容も補足部分もしっかりしていて読みやすく、とても濃い内容でし
た。引っかかるのは願いは必ず叶うけれど、代償に大切なものを失うとい
うやり方は理不尽すぎて願う者をあざ笑っている感じがしました。そして
昔、祠があって祀られていたんでしょうから信仰があったとして信者を不
幸にはしないと思うので恨んでいる誰かに願わさせて、大切なものを失わせ
る呪いをかける目的で作られた物かもしれませんね。楽しいお話でした。

437 みそかさま 一般審査員C 18 18 18 18 18 90 これは創作なんでしょうか。あまりにも詳細であまりにもリアル。この作
者は、実際にこの体験をされたのではないかと思っております。非常に細か
いところまで書き込まれており、まるで自分の実体験かと思わされる表現
力が素晴らしい。神が対価を求めるという設定はオカルト界の定説をうま
く使っているし、ヘブライ語が出てくるのも都市伝説をうまく生かしてい
て、作品に広がりがあると思いました。ともすればまとまりがなくなる素材
を違和感なく関連付け、作品に深みを与えたのは作者の技術力の高さだと思
います。題名はコンパクトで印象深く、どんな内容なのか気になってしま
う、この作品に合った素晴らしいものでした。バランスよくレベルの高い
作品でした。

437 みそかさま 一般審査員D 18 17 18 19 18 90 長編の中でも長い怪談で読み応えがありとても面白かったです。最終的に
「みそかさま」が何者だったのか、何のための儀式だったのか謎が深まっ
たところで終わったのも良い。名前から日本に伝わる民俗学的な話かと思
いきや、海外から来たものかと思わせるところに意外さと新しさを感じまし
た。記録を突き合わせていった時の謎解きもほどよく、純粋に楽しむこと
ができました。多くの人に読んでほしい作品です。

437 みそかさま 一般審査員E 20 20 5 10 15 70 ホラーミステリー要素が強く、とにかく「読ませる怪談」としての完成度
を感じました。謎解き怪談のようなテンポの良さがあり、読了後に爽快感
すら覚えます。最後の「父の願い」を書くかどうか、迷われたのではないで
しょうか。父は確かに願いを叶えたものの、「親友との思い出」を奪わ
れ、孤独に長生きさせられたという皮肉な成就に…その切なさの重みが強
く心に残る怪談でした。

437 みそかさま 一般審査員F 18 16 16 17 17 84 個人的に、呪いやまじないといったお話も結構好きなので、興味深く読ませ
ていただきました。みそかさま、というタイトルから、三十日という日付
けに関係があるのは想像出来ましたが、神様なのか、何なのか、願いを叶
えてはくれるけれど、その対価として願う者の大切にしているモノを差し
出さなければいけないという。ともくんの父親は、おじいちゃんの本に書
いてあった『願いを叶える』おまじないのみそかさま、という部分だけを
見て、悪気なく友達に教え、共に実行してしまった。それが、大きな対価が
必要なものだとも知らずに。父親の友人達の死を全部看取ってから死にた
い、という願いは叶った訳だが、失ったものはあまりにも大き過ぎる。で
も、逆に、父親は友人達の記憶を失った事で、友人達が不幸な目に遭った事
実を認識しなくて済んだのは幸せだったのかもしれない。新しさはないけ
れど、怖さはしっかり感じました。

437 みそかさま 一般審査員G 18 18 12 17 15 80 重厚で、とてもいいお話でした。願いには対価がつきものですが…願った存
在がよくなかった。怖いお話という前提で読んでいるので、もちろん儀式に
は嫌な予感しかしないわけですが、その予感がどのような様相で的中する
のかで面白さが変化していくのがこの手の物語だと考えています。このお話
はとてもいい（登場人物たちにとっては最悪）的中の仕方をしていき、ま
た、文章も丁寧な表現なので読みやすかったです。儀式に参加していた子た
ちが全員良い子が故に、その悲劇も際立ちました。

437 みそかさま 一般審査員H 16 15 16 10 18 75 怪談というよりは呪術の物語？説話集のような趣きもあります。怖さ、恐ら
く神である事には違いないけれども、次々と幸福と不幸に見舞われる父の
友人達。明らかに代償を支払われている。にも関わらず、父は無事であり、
しかし友人達の記憶は失っている。何故？その得体のしれなさ、不気味さ
が怖いですね。鋭さ、当の父親が亡くなっている為心情は測りようがあり
ませんが、生前何か気持ちを吐露する場面など挿し込んでも良かった気も
します。鋭さというにはやや淡白な文章かと。新しさ、最初邪神の類の祟り
かと思っていましたが、儀式の作法の本にある忠告通りに代償を支払われ
ただけだったんですね。子どもに対して酷ではありますが、軽い気持ちで
試しては駄目でしたね。ユーモアさ、ここは感じられません。主人公の父が
友人の記憶を無くしていて、他で聞いた話しも友人達が、不幸になる話に終
始しているため、どうしても陰鬱な空気になります。物語上仕方ありません
が。意外さ、みそかさまがどうやら外国の神であろうことが示唆されてい
る点、最後の主人公の台詞です。「父の願い」考えるとゾッとします。こう
いう怖さの表現もあるんですね。

437 みそかさま 一般審査員I 11 12 11 10 13 57 最初はお父さん少し痴呆気味なのかなと思って読んでました。願いが叶う
はいいが代償が大きすぎるのでゾッとしました。どうしても叶えたいこと
があったら。。。自分の力じゃどうしようもない願いがあったらやっぱりこ
の道を選んじゃうのかな？？いやでも代償のことを知っていたら。。。こわ

437 みそかさま 一般審査員J 15 14 15 13 15 72 登場人物が願ったことに対する重すぎる代償というのが非常に怖かった。
だが、ヘブライ語がどういう関係がしていたのかがはっきりしないまま
だったのは、残念だったと思う。
ストーリーとして、謎解きのような展開だったが、少し中途半端な気がした
が、スリルがあって、全体としては面白かった。

合計 165 160 141 140 159 765

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

447 矜持 一般審査員A 17 17 17 14 16 81 怖い話なのかいい話なのか、この怪談の場合は、どちらかにフォーカスを
あてた方がよかったと思う。最後に主人公が選んだ道（師匠も望んでいた
道）が正しいものなのであれば、狂気的な部分が少なくなり、いい話に寄
る。主人公が選んだ道が間違ったものである場合（この場合師匠は戦犯で
ある）、妻は完全に狂気におちいっており、主人公も狂ったということで、
怖い話に寄る。どちらにもフォーカスを当てようとすると、必ずどちらか
一方が少なくなるのではないか。正解はいい話の方かなと思うのだが、い
ずれにせよどちらかに寄せた語りをした方が、一貫していて中途半端さが
ない怪談になったと思う。もしかしたら的外れなことを言っているのかも
しれないし、上手く言葉にできていないかもしれない。白黒はっきりつけ
ることが全てではないし、つけない方がいいこともある。しかし、この怪
談に関しては、上手い怪談ではあるが、多少の違和感を覚えたのは事実で
ある。故に、直感に従って、この評価とした。

447 矜持 一般審査員B 13 14 13 10 13 63 ストーリーに無理がなくしっかりとした作品でした。怖さというよりかは
不思議な話になるんでしょうか。生きた絵を描くのに血を絵の具に混ぜる
画家もいるくらいですから、絵には凄い力があると思います。それを話しに
取り入れて作品にしたのは素晴らしいです。

447 矜持 一般審査員C 16 16 16 16 16 80 意外性や新しさはないものの、全体的によくまとまった、素晴らしい作品
だと思います。主人公が狂気に満ちていく姿、その過程の描き方が秀逸で
す。矛盾がなく、読み終えると潔く心地よい。主人公が自身の描く作品から
声を聞くことができる日が再び訪れるのか、読み手も期待してしまいます。
怖い話というより不思議な話という感じが強いですが、読み応えのある作
品でした。題名もスッキリとしているのにこの作品のテーマを鋭く表して
いて、作者のバランスの良い技術力を感じぜざるを得ません。恐怖のどん底
に突き落とされる程の怖い話も読んでみたいです。次の作品にも期待してお
ります。

447 矜持 一般審査員D 15 16 17 16 17 81 芸術家というだけで、何かしら感性が特殊な方なのかと思って読んでいまし
たが、そうでもないかな？と感じました。息子の断末魔が聞こえたのを甘
美な体験と言ってしまう体験者が一番不気味に感じました。最後の一文を
使うためにストーリーを組み上げていったような印象でした。

447 矜持 一般審査員E 20 20 10 15 15 80 狂った人間が良いですね。狂えば狂うほどいい。登場人物が常識の線を超
えてくる描写を読むとゾクゾクします。全体的に構成がきれいにまとまって
おり、人怖と怪談のバランスもよく感じました。ゆっくり丁寧に絵の具の
ように混ぜられていることで、ねっとりとした気持ち悪さが漂っていまし
た。夫婦が時間差で絵に執着し、どちらも狂気へと傾いていく様子が厭な
人怖怪談だと感じました。

447 矜持 一般審査員F 18 18 17 16 17 86 たった一人の息子を亡くした母親の気持ちというのは察するに余りある
が、旦那さんがあまり家に居らず、ほぼ一人で子育てをやってきた状況なら
子供に気持ちが集中するのは当然だろうし、その喪失感たるや、心が病んで
しまうのも頷けるだろう。妻に元気になって欲しいと願い、描いた息子の
絵が、妻にはまるで生きているように感じ、魂が宿っていると思い込んで
いったのも悲しいけれど責める事は出来ないだろうし、そうなってしまっ
たのは仕方のない事だったのかもしれない。息子の絵をアトリエごと焼き
払った時に聞こえた息子の声は幻聴だったのだろうと思うけれど、それに
よって、絵に命を吹き込めた、と思い、妻が亡くなったにも拘わらず、高揚
したのは画家の性というべきか。少し、ナナフシギさんのロケで行った呪
画莊の絵を彷彿とさせるお話でした。

447 矜持 一般審査員G 13 17 16 18 16 80 率直に、絵には魂が宿るという話は聞くけども、こんなに打算的に魂入れ
ようと描くなら入って欲しくないなと思いました。最初から最後まで男が
役立たずなのでブレがなくてすんなりと読めるが故に、ずんと沈む嫌な気
持ちにさせてくるお話でした。子を持つ身としては奥さんの絶望や悲しみ
が痛いほど解るので、余計に辛く切ない気持ちになりますね。願わくば母子
が天上で楽しく安らかに過ごせてることを願います。画家が家族の輪の外に
いる感じが上手に表現されているからこそ不愉快な感じが強くなります
ね。文書も一定のテンポで落ち着いており、丁寧で読みやすかったです。特
に絵の表現が個人的にはイメージしやすくてよかったと思います。

447 矜持 一般審査員H 16 18 16 10 17 77 読んでいてしんどくなる作品でした。怖さ、子供を失った妻の狂気と、一
方の夫のまた別の狂気。「息子の絵から聞こえた叫び」どれも怖い。特に
画家の執念がさながら「地獄変」のようでした。鋭さ、夫婦の気持ちのす
れ違い、何とか妻に立ち直って欲しくて息子の絵を描き続ける夫。その様
子が抉るような文章で綴られています。新しさ、実の所最も恐ろしいのは夫
の絵を描く事へのあくなき執着であり、人怖な点です。妻の愛息を亡くした
悲しみからくる狂気よりも、焼かれる絵の中から聞こえる息子の断末魔よ
りも。ユーモアさ、うーん。流石にここにユーモアは感じません。私から見
た主人公は愚かしく、浅ましく、それ故にある種の可笑しみはあります
が。意外さ、怪談と言うには弱いですが、怪異の表現として「生きた」絵
を描くというのは斬新だと思います。そこからどんどん歯車が狂っていく様
子も面白いですね。霊的な要素はほぼ無く、人の内にある狂気で怖さを表
現する。結末への展開もかなり意外でした。

447 矜持 一般審査員I 11 12 12 10 13 58 お子さんを亡くして精神を病んでしまった奥さん。奥さんと子供を両方亡
くし精神を病んでしまった旦那さん。どちらも病んでしまった原因は絵画
なんだろうな。死が原因ではなく。狂気なお話でした。声が聞こえるよう
な絵。少し興味があるかもです。

447 矜持 一般審査員J 15 14 17 15 15 76 切ない話だったが、母の愛情の深さがよくわかった話だった。
生きた絵というのは、人の念が宿ると思う。しかも描いた人の念と受け取
る人の念が相乗しているのではないかと感じた。

合計 154 162 151 140 155 762

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

430 血まみれの女 一般審査員A 19 17 16 15 18 85 王道中の王道の怪談。ここまでドストレートに直球の球を投げ込まれる
と、思わずニヤリとしてしまう。本当に何もかも申し分ない。事故物件に
まつわる怪談はたくさんあるが、切り口は意外に鋭く、新しい。インター
フォンを使った復縁というアイデアを思い付いた小林君は結構すごいと思
う。壊れたインターフォンってだけでもう怖いのに、少しひねりがある怪
談なのがとてもよかった。高レベル怪談の一つの基準にできるだろう。完
成度が高くて、あまりアドバイスとかはない。しいて言えば、高レベルの怪
談の中で、この怪談を他の怪談と比較してみると、まだできることが見つか
るかもしれない。

430 血まみれの女 一般審査員B 14 12 11 10 11 58 どういう理由で親しい人が亡くなるのかはわかりませんが201号室を借りて
た人がどうやって出て行くのかはわかるはずなのでそこを知りたいと思い
ました。それから小林さんが気を失うくだりで足を血まみれの人が掴んで
いたのは展開的になんか違うなと思っちゃいました。どうせならチャイム
を鳴らしてモニターに女を写らせて、友達の方に振り向いたら目の前に女が
居て気絶のほうがしっくりくるかなと思います。もう少し粗を削っていくと
良くなると思います。

430 血まみれの女 一般審査員C 18 17 15 15 15 80 設定はごく一般的なものですが、文章の書き方がうまく綺麗にまとまって
いて、一気に読んでしまいました。山田さんに連絡を取らなくなった小林さ
んや、大家さんの身勝手さが人怖に通じ、複数のジャンルの恐怖を味わえる
のが良かったです。血まみれの女の正体もわかりやすく記載されており、非
常に読後がスッキリとして心地よかったです。理不尽さが生み出す恐怖はあ
まりありませんが、読んでいて安心感のある作品でした。わたしは好きで
す。一つだけ不明であるのは山田さんがどうなったか、ということですが、
これくらいの想像の余地がちょうどいい。バランスの良い作品だと思いま
した。次の作品がたのしみです。

430 血まみれの女 一般審査員D 18 17 18 19 19 91 事故物件ではないけれど、準事故物件という感じでしょうか。これは怖
い。小林君が優秀で読み手が気になることをフォローしながら展開してく
れるので読みながら変なところにひっかからずに読み切ることができて良
かったです。

430 血まみれの女 一般審査員E 15 15 5 15 10 60 序盤と終わりに「掘り出し物です、今すぐご連絡ください！」同じフレーズ
で統一した仕掛けが効いていて、じわりとした不気味さが長く残る作品でし
た。登場人物も整理されており、読者が迷わず物語に入り込めるのがとて
も良かったです。血まみれの女の存在感や、ラストに向かって積み重なる不
安の描写も鮮明で、印象的な「赤」が映像が浮かぶようでした。強いて言え
ば、展開にもう少し緩急があると、よりグランプリ向けのインパクトが出
せたかもしれません。

430 血まみれの女 一般審査員F 16 14 14 15 16 75 事故物件だったりで、人が亡くなった部屋で、次に入居した人がまた同じ亡
くなり方をする、といった怪談話はよく耳にする事があるけれど、この話
の中で最も意外性を感じたのが、山田さんが入居する前に男女の刃傷沙汰
があったというが、その事件の現場は山田さんが借りている部屋ではな
かった、という事。その部屋で事件が起こっていたならまあ、あり得るか
も、と納得してしまうところだが、そんな事件があって以来、その部屋に
入居した人とその親しい人が不幸な目に遭ってしまうというのは何とも理
不尽だし、大家さんにしてみたらいい迷惑だと思うだろう。小林君が創作
として思いついた血まみれの女が単なる想像上の人物ではなく、実際に
あった事件の女だったとしたら、やはり、思考も操られていたのでしょう
ね。最後の一文の『掘り出し物です、今すぐご連絡ください！』という文面
に悪意と不気味さを強く感じてしまいます。

430 血まみれの女 一般審査員G 16 11 13 13 10 63 解りやすいお話かつ、ちゃんと怖かったです。告知義務ないけど責任はあり
そうな物件ですね。元々曰くのあったはずの物件に、よくない嘘が便乗し
てしまってマイナスに引っ張られたような感じでしょうか。文章の組み立
てもちゃんとしていたので、読みやすかったです。会話が結構出てくる文章
ですが、誰が話しているかが解りにくくなることもなかったので、その点を
評価に加点しています。最後の部分が結構あっさりとしていて、これはこれ
でよいとも思うんですが、何かもう一工夫できそうな気もしました。

430 血まみれの女 一般審査員H 14 16 13 12 10 65 全盛期のほん怖みたいなテイスト。良くも悪くも、です。怖さ、ある程度の
怖さは勿論あります。特に後半の血まみれの女の描写などは分かっていても
やはり怖いですね。ただ、明らかに事故物件、誰も映らないインターホン、
霊感があると言う友人、などの展開が既視感ありでして。「ま、そうなるよ
ねー」という印象が拭えません。鋭さ、長尺の為説明部分が長く確かに状
況は良く分かるのですが、その分鋭さに欠けます。もう少し、山田や小林の
恐怖を感じる心情に重点を置いても良かった気がします。新しさ、ここも一
言で言えば、ありきたり、です。ドッキリで仕掛けたものが本物の霊を呼び
寄せて不幸な目に遭う。最後まで救いのない終わり方。個人的に、洒落怖
の要素も感じます。物語の構成は巧みですが、新しくは無いなと感じまし
た。ユーモアさ、難しいですね。血まみれの女の登場をどう捉えるかにより
ます。ベタ過ぎて笑えると言うのはあるかもしれません。とは言え、他にも
ユーモアを感じるかというと？その為、このような点数となりました。意外
さ、1番感じ取れなかった部分です。物語中盤、小林の種明かし辺りからそ
の後のストーリーが薄々読めてしまう為です。山田が「助からない」事が容
易に想像できてしまいました。

430 血まみれの女 一般審査員I 14 11 12 12 13 62 事故物件ではないのに霊を呼び寄せてしまったお部屋。山田さんはこの後
どうなってしまったのか？山田さんとリナさんが別れた理由は浮気。もう部
屋を探しているときから呼ばれていた仕組まれていた気がして仕方がない
です。

430 血まみれの女 一般審査員J 18 15 17 12 18 80 後味が悪い終わりだったと思うが、山田さんがどうなったのかを読者に想
像させる終わり方にしていたのは、良かったと思う。
嘘から出た真のような話だが、それは、その部屋に巣食っているナニカに
導かれていたという話になっていたのも非常に興味深い話だった。

合計 162 145 134 138 140 719
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

435 地下練 一般審査員A 17 15 15 14 15 76 なんだか単なる悲しい話。ひねりとかは特にない怪談で、なんか悲しいだけ
だった。ひねりがないから「こそ」、「単なる」怪談。本当に申し訳ないの
だが、特に感想が浮かばない。ただ、まあ、なんか、みんな幸せになって
ほしかったかな、強いて言うなら。それぐらいです。怪談に絶対必要な「怖
さ」はあるが、「怖さ」以外は本当に何もなく、コンテスト受けしないよ
うに思えた。それに、「怖さ」についても、語りに工夫が少ないと、あり
きたりなものに読めてしまう可能性がある。審査項目は考慮に入れていな
かったとしても、もう少し迫力ある語りができたように思う。

435 地下練 一般審査員B 13 11 13 10 12 59 話の中で明確には表現されてませんでしたがユースケの母親が地下のスナッ
クで亡くなったんでしょうか。黒いドレスの女は母親で息子を連れて行っ
たのか、それとも無関係で騙される様に引き込まれたんでしょうか。でも
そんな場所に普通、父親なら行かせませんよね。謎ですね。あと、呪いが
伝染してバンドメンバーを死に追いやるんですが違う場所でもカビを発生さ
せるって強力すぎじゃ無いですか。まあ普通なら神社か寺に逃げ込む流れ
ですね。

435 地下練 一般審査員C 15 18 18 15 18 84 表現力のある方だと思いました。「水の底からこちらを見ている様な濡れ
た瞳」、秀逸です。容易に瞳の様子が想像できました。また、カビをうまく
使って地下の不気味さを醸しているのが非常に良かったです。カビに侵食さ
れていく様子は、恐怖心を煽られました。息をつく間がなかったです。ま
た、導入部にリアリティがあり、実際に起こった出来事だと思わされるの
が心地よかったです。おそらく作者はバンドの経験がある方なのでしょう、
バンドについての細かな描写が、作品が現実味を帯びる助力となっていま
した。経験をうまく取り入れていることに感心しました。

435 地下練 一般審査員D 12 13 14 15 12 66 ニュースで友人の死を知って現実味がないのは当然としても、あの台詞は
さすがに巫山戯すぎているのでは。怪談の中には、分からないから怖かっ
たり理解できなくても怖い、ということはあってもこのお話はどっちにも
振り切れていないのが勿体ないと思いました。思いが残っている地下から
ライブハウスにまで着いてくるほどの執念も感じられず、状況は不気味なの
に惜しいと感じました。

435 地下練 一般審査員E 15 10 5 15 15 60 途中までは地下の湿った恐怖やカビの描写が生々しく、圧倒的な没入感を
与えてくれました。黒く染まっていく、黒い生き物ような液体など、視覚
と聴覚に訴える場面づくりが素晴らしく、息苦しさすら感じる臨場感が魅
力的です。個人的には、最後に「わたし」の語りから突然ヒカルが残る形で
切り替わったことで、読後に混乱が残りました。恐怖の余韻がもったいない
気がしました。

435 地下練 一般審査員F 16 14 15 15 16 76 この話は、〝わたし〟の語りでストーリーが進んでいく訳ですが、最終的
には〝わたし〟が最後まで生き残ってこの話をしているのではなく、〝わ
たし〟の書き残した文面をヒカルが代わりに語っている、という形なんで
しょうか？読解力がなくてすいません。お話は興味深く読ませていただきま
した。バンドの練習に使用していた雑居ビルの地下のフロアが、実はユース
ケの母親であったスナックのママが亡くなっていた場所だった、というの
はショックというか、因縁を感じますね。ママがユースケを連れて行った、
と思うと余計切ないですね。でも、息子だけじゃなく、その友人達をも連
れて行こうとしているのだとしたら、それはいただけないですね。

435 地下練 一般審査員G 14 13 15 17 15 74 トラブルに巻き込まれる感じのお話でした。そもそもそんな曰く付きの場
所貸すのもどうかと思いますが…。ただ、母の歌っていた歌が子守唄なの
が少し切ないですね。ちゃんと成仏できれば良い守護霊さんになれたかも
しれないけど、地縛霊になって愛情は執着に変容してしまって、という感じ
でしょうか。なんとなく、カビの怪異というとバイオ5のエブリンのイメー
ジが連想されます（あれは完全にクリーチャーですが）カビってなんだか
不気味ですからね、日常にあるものが物語の中に深く関わっているとより
実感的な追体験ができるので良かったと思います。

435 地下練 一般審査員H 18 18 17 13 19 85 背中をスッと冷たいものが流れていく。そんな感覚です。怖さ、冒頭で既に
バッドエンドを匂わせてましたが、まさに！でしたね。特に女の登場場面
と、迫り来る怪異としてカビが出てくるのも怖かったです。鋭さ、時系列で
淡々とかつ分かりやすい文章ですが、主人公含め登場人物達への目線は
至って冷静です。ちょっと突き放した感じさえしました。新しさ、重複しま
すが、カビで恐怖に侵食される表現です。火事の犠牲者、髪の長い女は特に
目新しくはないと思いましたが、彼女が何故それを用いたのか、そして彼
等にそこまで執着する理由は何なのか、あと個人的に謎すぎるのがユースケ
の父親です。わざわざ曰くつき物件を息子に貸す？？ユーモアさ、怖オモロ
い部分としてですが、女の描き方です。「まるで梟のように、不自然な角度
で首が傾いた。」首が左右にカタカタカタカタ揺れる。シュールですね。勿
論怖いですが。意外さ、冒頭でも思いましたが、主人公の一人称が「わた
し」であったり「俺」であったり。既にあの女に入り込まれている？のかも
知れないなと感じました。で、ヒカルのその後が全く書かれてないけどどう
なった？笑 終わり方としてはもやっとする部分もあるんですが、怪異譚と
しては良い幕引きだと感じます。

435 地下練 一般審査員I 13 11 11 10 12 57 ボーカルはなぜ連れていかれてしまったのか。火事で亡くなったスナックの
ママはユースケのお母さんだったの？？だとしたらママはなぜユースケ
を？？そしてギターも連れていかれすになってる？？疑問ばかりでゾッとし
ます

435 地下練 一般審査員J 18 15 17 13 17 80 主人公が二番目の被害者となり、別の人物が三番目の被害者となりそうな
ところで終わるという意外な展開は、良かったと思う。
また、後味の悪い終わり方で、救いがない終わり方となっていたのも恐怖を
掻き立てられた。
カビと火事の関連性がわからなかったのが、少し残念ではあったが、非常
に怖い話だった。

合計 151 138 140 137 151 717

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員A 17 15 15 14 15 76 怪異なのかヒトコワなのか……いずれにしても、恐怖というものは一方的
で暴力的である。こちらが大して悪いことをしていなくても、理不尽に
襲ってくるからこその恐怖というものがある。その恐怖に関しては、確か
に伝わってくる。だが、そういったものが怖いのはある意味当たり前で、ス
トレートに実話で勝負するにしても、語りに一工夫を入れる必要があるの
ではないだろうか。その際に基準となるのが、審査の際の各項目である。
ユーモアは確かに難しいが、それ以外の項目は意識することで、一番重要な
「怖さ」とも結びつくので、点数を上げる際におすすめである。

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員B 12 10 10 9 10 51 内容も死んだ理由もちょっと薄いですね。それで電話で命をちょうだいは
言わないと思います。後付けとかでいいので実は彼氏は色んな女の子と何股
もしていて、真奈さんとは遊びで捨てられてた。みたいなのが無いと話とし
ても弱いと思いますよ。

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員C 19 17 19 15 18 88 恐ろしいです。最終的に命をねだるとは。真奈のキャラクターの設定が非常
によく練られており、命さえねだる身勝手さにうまくつながっていると思
いました。真奈が亡くなるまで段階を踏んで金を無心する様子も、非常に
うまく描かれていると感じました。真奈の死が自殺だったか他殺だったか
ははっきりと結論づけられませんでしたが、読み手が想像力を掻き立てら
れるちょうどいいスパイスだと思います。ひとつだけ物足りなかったのは、
彼に振られて死んでしまう経緯です。自殺の可能性も匂わせるのであれば、
彼に振られたことで死を選ぶ根拠が描かれているとより良かったと思いま
す。例えばDVを受けていてマインドコントロールされ依存していた、な
ど。キャラクター作りが秀逸な方なので、次の作品でも個性が際立つ登場人
物を作り上げてくださるのを楽しみにしております。

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員D 17 18 17 18 17 87 ガラケーが登場するよりも前の話となると、自宅の固定電話。ややアナロ
グな時代独特の時間の流れが不気味さを増していていいと思いました。友
人間とはいえ、金銭の貸し借りは嫌なもの。普通の神経なら借りるのには
恥や申し訳無さで目も合わせられないような気がしますが、真奈さんはそ
の気はないのかもしれませんが、体験者の人の良さに付け込んで利用して
いた自分の責任でこうなっていることを理解できていないと思います。死ん
でから反省せずにおねだりしているのがその証拠。身勝手な恨みから相手
に罪悪感を負わせることで一種の呪いをかけているようにも読み取れます。
体験者目線で描かれており、易しい言葉で心理描写がされているおかげで
没入感がありとても楽しめました。真奈さん目線からのストーリーも読ん
でみたくなるようなお話でした。

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員E 15 15 15 20 15 80 すごく完成度の高い怪談だと思いました。どうしようもなく、だらしない
妖怪のような人間が登場し、最後には悲惨なラストを迎えるという定番の
流れながらも、「ちゆり」の心理描写がとても丁寧で、読者が共感をしやす
く、恐怖への没入が上手い構成になっていると感じました。特に「ちょう
だいちょうだい」という口癖が、ラストの「血をちょうだい」に繋がる言
葉遊びが素晴らしいですね。余韻の残る恐怖を感じました。

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員F 15 14 14 14 15 72 死者からの電話ー。死亡推定時刻と、電話がかかってきた時間にズレがあ
る、というパターンの話もよく聞くけれど、亡くなってからも強い思いが
残っていると、そういう不思議な事はあるのかもしれない。真奈が自殺し
た原因が彼氏に振られた事だとして、ちゆりがそこまで自分を責める必要は
ないだろう。親友だからといって安易にお金を貸すのはやはりよくないと
思う。たら、れば、にはなるけれど、もしも真奈から二千円貸して欲し
い、と電話がかかってきた時に二千円貸してあげたとしても、彼女が必ず
彼氏と仲直りして死なずに済んだ、とは限らない。真奈の死後、かかって
きた電話が、本当は真奈がかけてきたものじゃなかったとしたら、また違
う意味で怖いだろうとは思う。

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員G 13 7 5 10 9 44 ちょっと終わり方があっさりすぎるかなと思いました。これからの展開を
期待したところで終わるので、肩透かしを食らった感じがしてしまいます。
この先が少しでもあれば点数も変わったかと思います。二人の関係性の部分
を少し控えつつ、ちゆりが死んでからの展開をもう少し深堀して書かれて
いるとより良かったかもしれません。怪談などのお話には教訓を含めたも
のが多いと聞くので、このお話では明確に「お金にルーズな人は他ももれな
くルーズなので交友関係は早めに切るが吉」という教訓が含まれてます
ね。そういった意味では古典怪談のようで趣があると感じます。

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員H 12 15 15 11 13 66 正直面食らいました。一体これは何だ？軸はなんだろうか？と。怖さ、死者
からの電話、どうやら「血をちょうだい」と言ってるように聴こえる。不
気味ではあります。が、怖さはあまり感じませんでした。と言うのも、友人
で真奈の金の無心を断ってから連絡が途切れますが、真奈サイドの心情や
出来事がまるで無い為です。その為、結局何だったん！？という印象が残
り、怖さが感じ取れにくくなっている為です。鋭さ、ちゆりの真奈への冷め
た観察眼と友人としての情の狭間でいったり来たりする様子ですかね。新
しさ、真奈との電話でのやり取り。結局、何と言っていたのか上手く聞き
取れず。しかも当の真奈は自死しており、まさかの死者からの電話。いや、
死者からの電話、自体は決して新しくは無いのですが、ラストの「あの時
の声が、真奈だったかどうかは自信はない。」の一文。真奈を装った何者
か、の可能性の示唆には新しさも感じました。ユーモアさ、申し訳ないです
がここはかなり弱いです。ちゆりと真奈が本当に友情を感じている関係性で
は無いので、やり取りに日常の楽しさがそもそも無い点。また、怪異の部分
でも起こる事象の正体が曖昧模糊として、おかしみを汲み取れませんでし
た。意外さ、ここは末文でしょうか。「それは西暦１９９９年──まだガラ
ケーと呼ばれる携帯電話が普及する前の出来事だった。」途中、何故自宅の
電話でやり取り？スマホで掛かってこないのは何で？と思っていました
が。そう言うことか！と納得。古さが不気味さを助長してますね。

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員I 12 11 13 12 12 60 1999年はガラケーは普及していた記憶です。うちの子が1999年生まれなの
で。死者からの電話はよくある怪談ですよね。死んだあとになぜか電話がみ
たいな。そんなあたしも死者から着信があったことがあります。実体験で。
不思議ですよね。

434 「……ちをちょうだ
い……ちをちょうだ
い」

一般審査員J 16 15 15 12 16 74 気味が悪く、奇妙な話として、非常に興味深いと思った。主人公に実害が生
じていないことを祈るのみである。
長い人生では恋愛にも挫折することはあるので、最悪のことを選ばないよう
になってほしいとも思った。

合計 148 137 138 135 140 698

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

429 座る側 一般審査員A 17 16 15 14 17 79 何かをした側と、何かをされた側。電車で靴を踏まれた方はずっと覚えて
いるのだが、踏んだ方はすぐに忘れている。この怪談だけでなく、こう
いった話は怪談では鉄板中の鉄板で、特に新しさは感じなかった。構成は巧
みで、語りはとても上手いのだが、そこは評価するとしても、それよりも個
人的にやってほしかったことがある。それは、先ほど述べた「踏んだ／踏
まれた」の関係性について、もう少し哲学的に深く掘り下げてみてもよかっ
たのではないか、ということである。そうすれば、巧みな構成や語りの上
手さとの合わせ技で、さらに怖くなったのではないか。あくまで個人的な意
見だから、参考にしてみてほしい。あと、評価とはまったく関係ないのだ
が、実話怪談の文体というよりはホラー小説の文体ですね。

429 座る側 一般審査員B 13 12 12 10 11 58 まず、第1章とかに分けてる意味があまりなかったです。場面転換するのに
章を変えるのはありますがそのままの流れなのに章を分けていたので逆に
読みづらくなってました。話しは1人ずつ消えていって最後の人だけは教室
のイスに縛られる感じでしたが他の人たちは死んでしまったんでしょう
か。ルールも法則も実は無い無理ゲーだったって終わり方はあんまり好き
じゃ無いですね。

429 座る側 一般審査員C 18 18 18 15 18 87 意外な結末でした。まさか許してもらえなかったとは。そして、主人公以外
の消えた3人はどうなったのか・・・考えれば考えるほど謎は深まります。
そもそも、「アイツ」はなんだったのか・・・現実のクラスメイトではな
い？先生が気づかなかったという表現から、わたしはそう受け取りまし
た。そして、「アイツ」は継承されていく？このループは終わらないので
しょうか。とてつもない恐ろしさを感じました。非常におもしろい設定で
す。作者の方の想像力・想像力のすばらしさを感じました。章を分けてい
らっしゃいましたが、分けない方が畳み掛ける感じがして臨場感があるよ
うな気がします。題名の付け方が秀逸だと思いました。

429 座る側 一般審査員D 12 10 15 16 13 66 完全に小説仕立てで描かれているので、創作怪談として、小説として読ませ
ていただきました。そうなると突っ込みどころが多く、世界観に入り込め
ませんでいた。学校の怪談のような雰囲気はとても良かったですが「この
メンバーでなければならなかった」理由がほぼ感じられません。怪異特有の
不条理さというほどでもなく、全体的に中途半端さを感じてしまいまし
た。「忘れる」というところにポイントを置いたのは良かったと思いまし
た。

429 座る側 一般審査員E 10 15 10 15 10 60 いくつかの章にわけて展開していく様子が、とても良かったです。場面転換
も違和感なくできますし、こちらも切り替えの準備ができるので読みやす
く感じました。個人的には、怪談というよりホラー脚本を読んでいるよう
な迫力がありました。日記の描写が印象的で心に残る切なさを感じます。一
方で、最後に「俺」が閉じ込められてしまったにも関わらず、その語りが誰
に向かっているのかが曖昧で、少し消化不良を感じました。もし「誰に語っ
ている物語なのか」を意識させる仕掛けがあれば、結末の余韻がより鮮烈
になったのではないかと思います。

429 座る側 一般審査員F 17 16 15 15 16 79 映画やドラマを見ているような感じで話がイメージ出来て、スムーズに読む
事が出来ました。構成も分かりやすく良かったです。欲を言えば、第1章と
第2章の行間が空いていれば尚良かったです。内容的には、『いじめ』とい
う重いテーマを扱っていて、自分自身の過去と重ねて深く考えさせられる所
がありました。自分も虐められた経験がありますが、そんな中でも、『無
視』は、結構精神的にキツいんじゃないかと思っています。自分の存在をま
るでいないかのように扱うクラスメイト達。そんなクラスメイト達にも自
分と同じ思いを味わわせてやろう、と考えるまでに追い詰められた被害者
の存在を思うと苦しくやるせないですね。ユーモアさは低くなりますが、ま
ずまずの怖さは感じました。

429 座る側 一般審査員G 10 7 5 13 10 45 ちょっと先が読みやすいお話だなと思いました。文章は支離滅裂なことも
なく比較的すんなりと読めました。私はいじめの報復、カルマの引き継ぎ
みたいなものと解釈しました。因果応報系の怪談ですね。個人的には何
章、という表記は正直いらなかったように思います。これを書くことで確実
に小説であるということを前提に読むので、物語としてのハードルを上げて
しまうように感じます。正直に言うとあまり怖さを感じなかったです。好み
の問題かもしれませんが、ストレートに言ってしまうと聞いたことのある
話のような気がしてしまったので、もう少しこの物語ならではのオリジナリ
ティが欲しかったです。

429 座る側 一般審査員H 18 18 18 11 18 83 読み易く、飽きさせず、怖さもあり、と言った印象です。一方でどう解釈
し、どう評価して良いのか迷いました。「あの子」の存在の捉え方でだい
ぶ変わってくるな、と思ったからです。怖さ、廃校になって長い母校に何者
かに呼び出され、集まったクラスメイト達。何故このメンバーなのか？そし
て、各々心当たりのある「あの子」らしき姿が徐々に現れて、、。いや、ドキ
ドキして、怖かったです。鋭さ、珍しくタイトルを付けて章立てで話を進め
ていく。主人公達はひたすら恐怖の中でしょうが、俯瞰で描かれている為
か、どこか冷めた目線を感じます。新しさ、「あの子」の存在です。読んで
いて一瞬、そもそも主人公達が在籍していた頃から実在していたのだろう
か？と考えてしまいましたし。何故この4人だったのか？特別イジメてい
た、という風でも無い。その他のクラスメイトと同じ扱いはしていたもの
の。と感じたもので。今ひとつ、あの子の意図が判然としないと言うか、言
葉に出している事が本心なのか何なのか？作者に試されてる感じがします。
ユーモアさ、こについては何しろ結末が。。。ですし、怖さが強い分、ユーモ
アさは感じ取れませんでした。意外さ、主人公に待ち受けていた結末です。
この手の話って大体1人は(主人公)助かるじゃないですか？でも、そうはい
かなかった。正直、主人公達はそこまでの報いを受けなければならなかっ
たのか？と思いましたが。口の中にいつまでも苦いものが残り続ける。そん
な作品でした。

429 座る側 一般審査員I 12 11 13 11 12 59 すごく読みやすい文章でした。名前を忘れられたあの子。死んではないと
文章中にあったが、では一体１５年前になにがあったのか？なぜあの子は学
校に来なくなってしまったのか？なぜみんなを教室で待っているのか？いじ
めにあっていたのだろうが、先生も込みでいじめていたのか？疑問がたくさ
ん残りますが、最後に教室にのこった人は行方不明者になってしまうので
しょうか？あの子になにがあったのかめちゃくちゃ気になります。

429 座る側 一般審査員J 15 16 15 12 18 76 廃校の教室に巣食っているなにかなのか、不幸な出来事の果てで、とどまっ
てしまったなにかなにか謎のままで終わったのは興味深かった。
しかも最後に、主人公がとどまる側に回ってしまったということは、連鎖
しているナニカなのかもしれないと思わせたところは、非常に意外だっ
た。
文章も読みやすくわかりやすかったところも良かったと思う

合計 142 139 136 132 143 692
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